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背景 

いくつかの研究ではヨーグルト摂取の習慣が小児の健康に

好影響をもたらすことが示唆されている。しかし小児のア

レルギー疾患や感作に対するヨーグルト摂取の効果につい
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てはまだ十分解っていない。 

 

目的 

この前視的出生コホート研究乳児におけるヨーグルト摂取

と 5 歳時のアレルギー疾患/感作との関係を調査すること

である。 

 

方法 

データは東京小児健康、疾患、発達（T-CHILD)研究から得た。 

対象は募集した婦人から出生した 1550 名の小児である。 

乳児期のヨーグルト摂取は 12 ヶ月時に行ったアンケート

に基づいた。 

結果のデータは 5 歳時のアンケートと健康診断によって得

られた。 

乳児のヨーグルト摂取の習慣とアレルギー疾患/感作との

関連は多変量回帰分析によって解析した。 

 

結果 

5 歳時に回答した 1166 人の小児のデータを解析した。 

乳児期ヨーグルト摂取習慣と 5 歳時アトピー性皮膚炎とは

有意に関連した(UKWP criteria（英国ワーキンググループ基



準）: aOR, 0.70; 95% CI, 0.51-0.97; P=0.03)。 

乳児のヨーグルト摂取習慣のあった児は食物抗原感作が少

なかったが、他のアレルギー疾患との関連はなかった。 

 

結論 

乳児のヨーグルト摂取習慣は 5 歳時のアトピー

性皮膚炎と食物感作を予防する可能性があるが、

他のアレルギー疾患には効果がなかった。 
 

 
 



 
 

 


